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1. 調査概要 

（1） １ 調査の目的 

本調査は、瑞穂市の子ども・子育てに関するニーズや子育て支援サービスの利用状況、

利用意向、子育て世代の生活実態や要望等を市民の方に伺い、第２期子ども・子育て支

援事業計画策定のための基礎資料とすることを目的として実施した。 

 
（2） ２ 調査対象者等 

調査対象者：市内在住の就学前児童（0～5歳）の保護者 1,400 人 

      住民基本台帳より無作為抽出（平成 30 年 12 月 1 日現在） 

      市内在住の小学生児童（小学１年生～小学６年生）の保護者 1,400 人 

      住民基本台帳より無作為抽出（平成 30 年 12 月 1 日現在） 

調査方法 ：郵送による配付、回収 

調査期間 ：平成 31 年 2月 4 日（月）～平成 31年 2月 18 日（月） 

 
（3） ３ 回収状況 

対象 回収数 有効回収数 回収率 有効回収率 

就学前児童の保護者 758 758 54.1％ 54.1％ 

小学生児童の保護者 671 671 47.9％ 47.9％ 
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2. 幼児教育・保育の状況 

（1） 保護者の就労状況 

■ 母親の就労状況〔就学前児童：問 11(1)、就学児童：問 11(1) 〕 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

  母親の就労状況について前回調査と比べると、「フルタイムで就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」方の割合が就学前児童・就学児童ともに多くなっています。 
  就学前児童については、「フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」

の割合が前回調査より多くなっています。 
 
 
■ 母親の就労日数・時間〔就学前児童：問 11(1)-1、就学児童：問 11(1)-1〕 

【１週当たりの就労日数】 

 
 
 
 
 
 
 
 

  就学前児童では、「４～５日」の割合が前回調査よりも多くなっています。 
  就学児童では、「４日」の割合が前回調査よりも多くなっています。 

0.9

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

0.6

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童
N=755

就学児童
N=665

25.0

18.9

1.1

16.2

53.7

31.4

0.8

2.1

16.7

29.7

1.8

0.9

1.1

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童
N=518

就学児童
N=535

0.4

1.0

1.1

2.1

10.3

8.1

21.1

14.5

56.3

68.5

8.0

3.9

1.3

0.6

1.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童
N=313

就学児童
N=183

0.3

2.2

2.6

10.9

7.3

18.6

13.7

59.0

66.8

7.7

6.4

0.5

0.6

1.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 

就学前児童
N=633

就学児童
N=264 19.3

13.7

0.4

10.9

48.5

23.4

1.1

1.4

26.5

46.8

3.0

1.9

1.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 

0 
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【１日当たりの就労時間】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  就労時間については、「７時間～10時間未満」の割合が多くなっており、前回調査より就労

時間が長くなっていることが分かります。 

 
 
■ パート・アルバイト等で働いている方のフルタイムへの転換希望 

〔就学前児童：問 12(1)、就学児童：問 12(1)〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」方の割合は就学前児童・就

学児童ともに前回調査より多くなっています。 
  就学児童については、「フルタイムへの転換希望はあるが実現できる見込みがない」方の割

合も前回調査より多くなっており、フルタイムの就労を希望する方が多くなっています。 
  

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

11.0 

16.4 

16.6 

12.2 

29.5 

5.6 

4.6 

1.7 

1.2 

1.2 

18.1 

22.8 

19.6 

9.7 

18.9 

4.7 

3.2 

0.7 

0.6 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40%

就学前児童 N=518

就学児童 N=535

前回調査 

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間以上

無回答

15.7 

16.0 

16.9 

9.3 

24.0 

4.2 

6.1 

1.6 

3.2 

3.2 

25.7 

23.0 

16.9 

9.3 

18.0 

1.6 

2.2 

1.6 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40%

就学前児童 N=313

就学児童 N=183

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

就学前児童
N=253

就学児童
N=362

8.3

7.5

25.4

23.7

55.5

48.2

1.9

2.8

8.8

17.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童
N=157

就学児童
N=131 6.1

5.1

19.1

27.4

57.3

51.0

3.8

4.5

13.7

12.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 
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■ 働いていない方の今後の就労意向〔就学前児童：問 13(1)、就学児童：問 13(1)〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  働いていない方の今後の就労意向については、「子育てや家事などに専念したい（就労の予

定はない）」方の割合が就学前児童・就学児童ともに前回調査より少なくなっています。 
  就学前児童については、「1 年より先、一番下の子どもが（  ）歳になったころに就労し

たい」方の割合が多くなっています。 

 
 
 
  母親の就労状況は、フルタイムやパートで働く方が増えており、就労日数や時

間も増えています。 

  就学児童を持つ母親について、フルタイムで働くことを希望する方が増えてお

り、就学前児童を持つ母親については、子どもの成長に応じて就労したいと考

える方が増えています。 

 

母親の就労率は今後も高くなることが予測され、現在の保護者の就労状況や、今

後の就労意向に対応できるよう、各年齢に応じた受け皿を確保する必要がありま

す。 

  

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

1 年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

就学前児童
N=231

就学児童
N=123

16.3

13.4

15.4

51.1

31.7

22.1

36.6

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童
N=308

就学児童
N=78

41.0

18.8

23.1

40.3

32.1

24.4

3.8

16.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 
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（2） 幼児教育・保育事業の状況 

■ 幼児教育・保育事業の利用状況〔就学前児童：問 14〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  幼児教育・保育事業を「利用している」方の割合が前回調査より多くなっています。 
 
 
■ 幼児教育・保育事業利用の理由〔就学前児童：問 14-3〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  幼児教育・保育事業利用の理由については、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就

労している」の割合が前回調査より多くなっています。 
 
  

59.8%

38.9%

1.3%

利用している

利用していない

無回答

N=758
44.6%

55.2%

0.2%

利用している

利用していない

無回答

N=634

前回調査 

　N=453

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方
が現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方
が就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方
が家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方
が病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方
が学生である

その他

無回答

59.4

72.2

4.4

1.8

0.7

0.7

2.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80%

　N=283

64.3

65.4

3.9

1.4

1.1

0.7

1.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80%

前回調査 
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■ 平日に利用したい事業について〔就学前児童：問 15〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  平日に利用したい事業については、「幼稚園の預かり保育」「認定こども園」の割合が前回

調査より多くなっています。 
 
 
 
  子育てをしている方が現在就労しているという理由で、幼児教育・保育事業の

利用数が増加しています。 

 

保護者が安心して働けるように、ニーズに合った幼児教育・保育事業を提供して

いく必要があります。 

  

　N=634

50.6

27.1

55.2

20.7

10.4

4.3

7.6

5.8

2.2

3.5

9.5

1.3

4.1

0% 20% 40% 60%

項目なし

前回調査 

　N=758

幼稚園

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して
預かる事業のうち定期的な利用のみ）

認可保育所（国が定める最低基準に適合した施設で

都道府県等の認可を受けた定員20人以上のもの）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設
で市町村の認可を受けた定員概ね6 ～19人のもの）

家庭的保育（保育者の家庭等で５人以下の子どもを
保育する事業）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する
施設）

自治体の認証・認定保育施設（認可保育所ではないが、
自治体が認証・認定した施設）

企業主導型保育施設（国の補助を受けて企業が実施

する施設）

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が
子どもの家庭で保育する事業）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを
預かる事業）

その他

無回答

50.5

30.7

54.9

27.3

9.1

1.7

6.3

2.2

3.2

0.8

3.2

9.6

1.1

5.0

0% 20% 40% 60%
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（3） 休日や不定期での幼児教育・保育事業、地域子ども子育て支援事業の利

用 

■ 休日の教育・保育事業の利用希望〔就学前児童：問 18〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  休日の教育・保育事業の利用希望については、「利用する必要がない」が最も高くなってい

るが、「月に１～２回は利用したい」の割合が前回調査より多くなっています。 
 
 
■ 休日にたまに利用したい理由〔就学前児童：問 18〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  休日にたまに利用したい理由については、「月に数回仕事が入るため」の割合が前回調査よ

り多くなっています。 
 
  

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

就学前児童（N=758)

土曜日

日曜・祝日 83.5

72.2

1.5

7.7

12.4

18.3

2.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童（N=634)

土曜日

日曜・祝日 87.4

74.6

2.7

7.7

8.4

17.0

1.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 

　N=168

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて
済ませるため

親族の介護や手伝いが必要なため

息抜きのため

その他

無回答

69.0

28.0

3.0

23.2

8.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80%

　N=123

48.8

39.8

0.8

30.9

13.8

3.3

0% 20% 40% 60% 80%

前回調査 
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■ 保護者の私用、通院、不定期の仕事等で利用している子育て支援事業 

〔就学前児童：問 21〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  不定期で利用する子育て支援事業については、「一時預かり」での利用が前回調査より少な

くなっており、「利用していない」の割合が多くなっています。 
 
 
■ 保護者の私用、通院、不定期の仕事等の目的で利用したいか〔就学前児童：問 22〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

➡ 利用したい目的 

 
 
 
 
 
 
 

  利用目的については、「私用(買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等、リフレッ

シュ目的)」の割合が前回調査より多くなっています。  

　N=758

一時預かり（私用など理由を問わずに保育所など
で一時的に子どもを保育する事業）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して
預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを
預かる事業）

夜間養護等事業：トワイライトステイ（児童養護施
設等で休日・夜間、子どもを保護する事業）

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

3.8

3.6

0.9

1.1

87.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　N=634

7.9 

3.0 

1.7 

0.9 

80.4 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい

31.4%

利用する

必要はない

60.9%

無回答

7.7%

N=758

利用したい

34.1%

利用する

必要はない

61.4%

無回答

4.6%

N=634

前回調査 

　N=238

私用( 買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や
親の習い事等、リフレッシュ目的)

冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を
含む）や親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

61.8

55.5

30.3

2.5

7.1

0% 20% 40% 60% 80%

　N=216

56.0 

59.7 

28.2 

6.5 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

前回調査 

前回調査 
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■ この１年で子どもを泊りがけで家族以外にみてもらったこと（預け先が見つからなか

った場合も含む）〔就学前児童：問 23、 

就学児童：問 22〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

  子どもを泊りがけで家族以外にみてもらったことについては、就学前児童では「あった」

の割合が前回調査より多くなっています。 
 
 

➡ あった場合、その対処方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  対処方法については、就学前児童では「仕方なく子どもを同行させた」の割合が前回調査

より多くなっています。 
 
  

91.1

18.7

1.6

0.8

82.4

13.7

3.9

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=123

就学児童 N=51

前回調査 

前回調査 

就学前児童
N=265

就学児童
N=634

19.4

19.2

77.6

80.4

3.0

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

就学前児童
N=238

就学児童
N=671

13.6

31.1

83.3

68.5

3.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した
（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）

２以外の保育事業（認可外保育施設、ファミリー・サポー
ト・センター、ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

75.7

29.7

1.4

1.4

89.0

8.8

1.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=74

就学児童 N=91
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■ 長期休暇の幼稚園利用（幼稚園を利用している方のみ）〔就学前児童：問 19〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

  長期休暇の幼稚園利用については、「利用する必要はない」の割合が前回調査より多くなっ

ており、一方で「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」の割合も多くなっています。 
 
 
  休日や不定期での幼児教育・保育事業、地域子ども子育て支援事業を希望する

方は一定数おり、安心して預けられるよう保護者のニーズにあった受け皿を整

えていく必要があります。 

 
 
■ 病気やけがで休まなければならなかった時の対処法〔就学前児童：問 20-1、就学児童：

問 20-1〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  病気やけがで休まなければならなかった時の対処法については、「母親が休んだ」の割合が

就学前児童・就学児童ともに前回調査より多くなっています。 
  就学児童では、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」の割合が前回調査より多くなって

います。  

28.7%

30.9%

30.9%

9.6%

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい

無回答

N=136

21.6%

15.9%

42.0%

20.5%

N=88

前回調査 

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が
子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

居宅訪問型保育を利用した（ベビーシッターのよ

うな保育者が子どもの家庭で保育する事業）

ファミリー・サポート・センターを利用した
（地域住民が子どもを預かる事業）

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

19.1

79.5

33.7

15.8

5.3

0.6

0.9

11.2

68.7

28.8

17.4

2.1

0.2

10.3

3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=341

就学児童 N=438

13.6

63.6

38.8

19.2

4.7

0.5

0.5

1.9

10.7

8.4

54.8

27.1

31.3

2.4

6.6

3.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=214

就学児童 N=166

前回調査 
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■ 病児・病後児保育の利用意向（父親・母親が休んだ人のみ）〔就学前児童：問 20-2、 

就学児童：問 20-2〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  病児・病後児保育の利用意向（父親・母親が休んだ人のみ）については、就学前児童では

「利用したいとは思わない」の割合が前回調査より多くなっています。 
  就学児童では、「できれば利用したい」の割合が前回調査に比べ多くなっているものの、「利

用したいとは思わない」の割合が７割以上で多くなっています。 
 
■ 病児・病後児保育を利用したいと思わない理由〔就学前児童：問 20-4〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  病児・病後児保育を利用したいと思わない理由については、「利用料がかかる・高い」「親

が仕事を休んで対応する」の割合が前回調査に比べ多くなっています。 
 
  利用料がかかる・高いことや、他人に看てもらうのは不安と考えている方が多

いことから、利用料金の検討や、病児・病後児保育の安全性を情報発信する必

要があります。  

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

就学前児童
N=278

就学児童
N=306

22.9

34.5

74.5

63.3

2.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童
N=137

就学児童
N=94

19.1

46.0

77.7

51.8

3.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 

　N=176

病児・病後児を他人に看てもらうの
は不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用
可能時間日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用方法（手続き等）がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

58.0

5.1

8.5

43.2

14.8

62.5

16.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80%

　N=71

病児・病後児を他人に看てもらうの
は不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用
可能時間日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

59.2

9.9

12.7

33.8

18.3

45.1

22.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80%
前回調査 
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（4） 保育料無償化について 

■ 保育料無償化の認知度〔就学前児童：問 28〕 

 
 
 
 
 
 
 

  保育料無償化の認知について、「無償化になることは知っているが内容は知らない」が

64.1％で最も多く、次に「無償化の内容を知っている」が 29.9％、「無償化になることを知

らない今までどおり利用する」が 5.1％となっています。 

 
 
■ 無償化後の子ども人数〔就学前児童：問 29〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

  無償化の実現により子どもの人数を増やすかは、「増やしたいとは思わない」が 61.5％で最

も多く、次に「１人増やしたい」が 31.1％、「２人以上増やしたい」が 5.4％となっていま

す。 

 
 
  無償化は知っているが内容を知らないという方が半数以上いるので、情報発信

を進めていく必要があります。 

  無償化の影響により、幼児教育・保育事業のニーズが変わってくることを把握

する必要があります。 

 
  

29.9%

64.1%

5.1%
0.8%

無償化の内容を知っている

無償化になることは知っているが内容は知らない

無償化になることを知らない今までどおり利用する

無回答

N=758

5.4%

31.1%

61.5%

2.0%

２人以上増やしたい

１人増やしたい

増やしたいとは思わない

無回答

N=758
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3. 放課後の子どもの過ごし方 

（1） 放課後児童クラブについて 

■ 放課後児童クラブの利用状況〔就学児童：問 15〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【放課後の時間を過ごさせたい場所】 

  放課後児童クラブの利用状況については、

「利用している」が 13.3％となっており、

前回調査と同様の傾向となっています。 

 
 
 
 
 
 
  

13.3%

84.2%

2.5%

利用している

利用していない

無回答

N=671

13.2%

86.8%

利用している

利用していない

N=265

前回調査 

　N=671

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカー
クラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔学童保育〕

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

その他（公民館、公園など）

無回答

80.2

16.4

58.9

3

4.5

14.8

2.5

22.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考 

就学児童 
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■ 平日の放課後児童クラブの現在の利用日数・時間と、希望の日数・時間（利用者のみ）

〔就学児童：問 16(1)(2)〕 

【週あたりの日数】   【1日あたりの時間】             

 
 
 
 
 
 

 
 

【週あたりの日数】   【1日あたりの時間】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  平日の放課後児童クラブの現在の利用日数については、「５日」の割合が前回調査より多く

なっています。 
  １日あたりの利用時間については、「３時間以下」が多くなっています。 
  母親の帰宅時間を見ると、18 時が最も多く、就学前児童では 23.0％、就学児童では 15.9％

となっており、小学生になると帰宅時間が早くなっていることが分かります。 

 
 
  

15時より前

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時以降

無回答

9.3 

11.2 

12.7 

15.1 

23.0 

13.5 

6.6 

8.7 

15.9 

15.5 

15.9 

14.4 

15.9 

7.9 

5.0 

9.5 

0% 10% 20% 30%

就学前児童 N=518

就学児童 N=535

１日

２日

３日

４日

５日

無回答

1.1

3.4

12.4

76.4

6.7

1.1

3.4

6.7

58.4

30.3

0% 50% 100%

現在の利用状況

希望

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

2.9

5.7

28.6

54.3

8.6

2.9

11.4

54.3

5.7

25.7

0% 50% 100%

現在の利用状況

希望

３時間以下

４時間

無回答

68.5

4.5

27.0

44.9

10.1

44.9

0% 50% 100%

現在の利用状況

希望

２時間未満

２時間～３時間未満

３時間～４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間以上

無回答

2.9

42.9

31.4

22.9

2.9

14.3

5.7

22.9

5.7

2.9

45.7

0% 50% 100%

現在の利用状況

希望

前回調査 

参考 【母親の帰宅時間】 

N=35 

N=89 
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■ 土曜日、日曜日、祝日の放課後児童クラブの利用希望（利用者のみ）〔就学児童：問 16-1〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  土曜日、日曜日、祝日の放課後児童クラブの利用希望については、「利用する必要はない」

が約８割となっており、前回調査と同様の傾向となっています。 
 
 
■ 小学４年生以降の放課後の過ごし方についての希望（利用者のみ）〔就学児童：問 16-2〕 

  
  
 
 
 
 
 

  小学４年生以降の放課後の過ごし方についての希望については、「放課後児童クラブを利用

したい」が６割以上で、４年生以上になっても変わらず利用したいと思う方が多くなって

います。 
 
 
  

　N=35

62.9 

28.6 

20.0 

22.9 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答

土曜日

日曜日
・祝日

84.3

82.0

2.2

3.4

9.0

10.1

4.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土曜日

日曜日
・祝日

85.7

80.0

2.9

8.6

11.4

5.7

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 

前回調査

N=35 
N=89 

　N=89

放課後児童クラブを利用したい

放課後子ども教室を利用したい

スポーツクラブや学習塾などの習い事をさせたい

子どもに自宅の留守番をしてもらう

その他

無回答

61.8 

9.0 

9.0 

16.9 

2.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%
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■ 放課後児童クラブを利用していない理由〔就学児童：問 17〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  放課後児童クラブを利用していない理由について、「父母とも働いているが、放課後の短時

間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから」の割合が前回調査より多くなっています。 
  「両親や祖父母等の親族がみているため利用する必要がない」の割合は前回調査に比べ少

なくなっています。 
 
 
■ 放課後児童クラブの利用意向〔就学児童：問 17-1〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  放課後児童クラブの利用意向については、「今後も利用しない」の割合が８割以上を占め、

前回調査と同様の傾向となっています。  

N=230 54.8 23.0 0.9

1.7 2.2 0.4

5.7 5.7 5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=565 49.4 15.9

0.2

1.8

0.7
1.4

1.4 13.1 8.7 7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない

ご自身や祖父母等の親族がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

父母とも働いていて利用したいが、放課後児童クラブに空きがない

父母とも働いていて利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない

父母とも働いていて利用したいが、利用料がかかるため、経済的な理由で利用できない

父母とも働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない

父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから

その他

無回答

7.3%

86.9%

5.8%

利用したい

今後も利用しない

無回答

N=565

10.0%

84.8%

5.2%

利用したい

今後も利用しない

無回答

N=230

前回調査

前回調査 
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（2） 民営化について 

■ 放課後児童クラブの民営化についての賛否〔就学児童：問 19〕 

 
  放課後児童クラブの民営化について

は、「どちらかといえば賛成」が 40.7％

で最も多く、「賛成」（23.5％）をあわ

せた“賛成”は 64.2％、「反対」（3.7％）

と「どちらかといえば反対」（23.4％）

あわせた“反対”は 27.1％となってい

ます。 

 
 
 
 
■ 賛成を選んだ理由〔就学児童：問 19-1〕 

 
  “賛成”の理由は、「民間の方が保護

者のニーズに対応した多様なサービ

スを提供してくれるから」が 65.2％

で最も多く、次に「民間の方が施設

ごとに個性あるサービスが提供され

るから」（22.5％）、「民間の方が職員

のプロ意識が高く、対応がよいから」

（22.0％）、「民間の方が子ども一人

ひとりにこまやかな対応をしてくれ

るから」（20.4％）の順となっていま

す。 

 
  

23.5%

40.7%

23.4%

3.7%

8.6%

賛成

どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対

反対

無回答

N=671

　N=431

民間の方が保護者のニーズに対応した
多様なサービスを提供してくれるから

民間の方が子ども一人ひとりに
こまやかな対応をしてくれるから

民間の方が地域に密着したサービスを
提供してくれるから

民間の方が職員のプロ意識が高く、
対応がよいから

本来、行政サービスはなるべく民間に
移行すべきだから

民間の方が施設ごとに個性あるサービス
が提供されるから

民間の方が苦情や要望を言いやすく、
対応もよいから

保育に対する市の財政負担を軽減できるから

その他

無回答

65.2

20.4

13.2

22.0

6.3

22.5

9.7

18.1

12.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80%
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■ 反対を選んだ理由〔就学児童：問 19-2〕 

 
  “反対”の理由は、「児童クラブに対

して市は積極的に関与すべきだから

（財政負担もやむを得ない）」が

39.6％で最も多く、次に「公立なら

ばサービスの質が一定程度保障され

るはずだから」（37.9％）、「公立の方

がベテランの職員が多いなど人材が

豊富だから」（25.3％）、「保育サービ

スは本来行政が提供すべきだから」

（23.6％）の順となっています。 

 
 
 
 
  放課後児童クラブを週に５日利用している方が７割を超え、４年生以上になっ

ても利用したいと考える方が６割以上となっていることから、高学年になって

も続けて利用できるように受け皿を確保する必要があります。 

  民営化に賛成の割合が６割以上あることから、放課後児童クラブの民営化につ

いても検討する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

　N=182

公立の方が保護者のニーズに対応した
多様なサービスを提供してくれるから

公立の方が子ども一人ひとりにこまやかな
対応をしてくれるから

公立の方が地域に密着したサービスを
提供してくれるから

公立の方がベテランの職員が多いなど
人材が豊富だから

保育サービスは本来行政が提供すべきだから

公立ならばサービスの質が一定程度
保障されるはずだから

公立の方が苦情や要望を言いやすく、
対応もよいから

児童クラブに対して市は積極的に関与
すべきだから（財政負担もやむを得ない）

その他

無回答

12.6

12.1

20.9

25.3

23.6

37.9

8.2

39.6

21.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80%
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4. 地域子ども子育て支援事業について 

（1） 祖父母からの支援について 

■ 子育てに関して相談できる相手について〔就学前児童：問 9-1、就学児童：問 9-1〕 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  子育てに関して相談できる相手については、「祖父母等の親族」が多いことが分かります。 
 
 
■ 父母・祖父母の同居状況、祖父母が近所に住んでいるかどうかの状況〔就学前児童： 

問 6、就学児童：問 6〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

84.1 

78.2 

12.1 

11.8 

6.7 

16.0 

8.5 

0.3 

11.3 

0.5 

2.2 

0.9 

77.7 

82.8 

13.4 

3.8 

0.8 

5.5 

2.9 

0.4 

9.7 

0.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=586

就学児童 N=238

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（地域子育て支援拠
点、児童館等）・NPO 法人

保健所・保健センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓口

その他

無回答

87.4

72.3

8.7

10.4

3.6

17.5

9.6

0.4

7.8

0.6

4.3

0.1

78.1

79.5

16.2

5.4

0.5

2.4

2.1

0.2

6.7

0.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=722

就学児童 N=616

前回調査 

父と母と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

その他

無回答

94.3

0.4

3.4

8.8

13.7

19.8

22.4

2.9

0.1

89.3

0.7

6.6

10.1

15.1

17.9

20.4

3.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=758

就学児童 N=671

前回調査

94.6 

0.2 

3.6 

10.4 

14.0 

21.6 

23.8 

3.8 

0.3 

92.5 

0.4 

4.9 

14.0 

18.1 

22.6 

21.9 

4.2 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童 N=634

就学児童 N=265
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■ 日頃、子どもをみてもらえる親族・知人等の有無〔就学前児童：問 8、就学児童：問 8〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

  日頃、子どもをみてもらえる親族・知人等の有無について、「日常的に祖父母等の親族にみ

てもらえる」が３割程度、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」

が６割程度と、祖父母等の親族に見てもらえる割合が多くなっています。 
 
 
（2） 地域子ども子育て支援事業 

■ 地域子育て支援拠点事業利用状況〔就学前児童：問 16〕 

 
 
 
 
 
 
 
■ 今後利用したいか〔就学前児童：問 17〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

  地域子育て支援拠点事業利用状況について、「利用していない」の割合が前回調査より多く

なっています。 

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子ど

もをみてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

29.4 

66.9 

2.0 

9.8 

8.6 

27.4 

63.3 

1.9 

14.2 

8.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

就学前児童 N=758

就学児童 N=671

29.7

66.6

0.9

6.9

7.9

1.3

31.3

61.9

2.3

17.7

8.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

就学前児童 N=634

就学児童 N=265

前回調査

　N=758

地域子育て支援拠点事業（親子が集
まって過ごしたり、相談をする場）

市で実施している類似の事業

利用していない

無回答

18.3

3.7

78.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　N=634

28.2 

8.5 

65.9 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

N=758 23.0 12.1 59.9 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=634 27.4 18.1 48.3 6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査 
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➡ 利用していない人が今後利用したい回数（１ヶ月当たり） 

 
 
 
 
 
 
 
 

➡ すでに利用している人が今後利用日数を増やしたい回数（１ヶ月当たり） 

 
 
 
 
 
 
 
 

  すでに利用している人が今後利用日数を増やしたい回数について、１ヶ月あたり「４回程

度」「８回以上」と回答する方の割合が多く、更に利用日数を増やしたいという意向がうか

がえます。 
 
 
 
  祖父母からの支援の有無は、子育てのしやすさに大きな影響があると思われま

す。 

  近居・同居をしていない家族のため、地域や公共による子育て支援を推進して

いく必要があります。 

 

 
 

N=174 36.8 23.6 2.9 17.2 2.9

1.1

11.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回程度 ２回程度 ３回程度

４回程度 ５回程度 ６回程度

７回程度 ８回以上 無回答

N=174 37.9 19.5 5.2

4.0 0.6
3.4

29.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回 ２回 ３回 ４回

５回 ６回 ７回以上 無回答

前回調査 

N=115 10.4 11.3 10.4

4.3

0.9 2.6 2.6

57.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回 ２回 ３回 ４回

５回 ６回 ７回以上 無回答

N=92 8.7 18.5 12.0 28.3 5.4 21.7 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回程度 ２回程度 ３回程度

４回程度 ５回程度 ６回程度

７回程度 ８回以上 無回答

前回調査 


